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「環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

資
し

料
りょう

しらこばと

　地
ち

域
いき

教
きょう

育
いく

資
し

料
りょう

越
こし

谷
がや

のすてき」の発
はっ

行
こう

によせて

越
こし

谷
がや

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

教
きょう

育
いく

長
ちょう

　吉
よし

田
だ

　 茂
しげる

越谷市内には元荒
あら

川
かわ

、葛
か

西
さい

用水などの多くの川や水
すい

路
ろ

が、市の境
さかい

には、古利
と

根
ね

川や中川、綾
あや

瀬
せ

川などが、流
なが

れています。豊
ゆた

かな水に

支
ささ

えられていることから、「水
すい

郷
ごう

こしがや」とも呼
よ

ばれています。

人々は、昔からこの水を利
り

用
よう

して、米をつくり、野
や

菜
さい

を育
そだ

てること

を中心とした農
のう

業
ぎょう

をさかんにおこなってきました。昔
むかし

は、今のト

ラックのように、船を使
つか

って、たくさんの荷
に

物
もつ

が運
はこ

ばれていました。

また、川の周
しゅう

辺
へん

をよく見てみると多くの草花や野鳥のいこいの場に

もなっています。

越谷市は東京から近いところにあることなどから、たくさんの人

たちが住
す

むようになり、昭
しょう

和
わ

33年には埼
さい

玉
たま

県
けん

で22番目の市となりま

した。さらに平
へい

成
せい

20年に越谷レイクタウン駅
えき

が開
かい

業
ぎょう

し、平成27年に

は中
ちゅう

核
かく

市
し

となり、平成30年には「市」となってから60年を迎
むか

えまし

た。今後もさらなる発
はっ

展
てん

が予
よ

想
そう

されます。

わたしたちのくらしている越谷市を豊かで住みよいところとする

ためには、越谷市はもとより、さらに目を広げて埼玉県のこともよ

く知ることが大切です。他
ほか

の地
ち

域
いき

を知ることにより、さらに越谷市

を好
す

きになってくれることを願
ねが

っています。

みなさんが手にしている「環境教育資料しらこばと 地域教育資料

越谷のすてき」は、みなさんが学習するときに、越谷市や埼玉県に

ついて、わかりやすく学習できるよう、また進んで調
しら

べることがで

きるように、市内の先生方がつくってくださったものです。

21世
せい

紀
き

を担
にな

うみなさんが、わたしたちの郷
きょう

土
ど

を愛
あい

し発展させてい

くために、この本を活用し、学習に十分に役
やく

立ててほしいと願って

います。
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中学生まで使
つ か

える環境学習や、越谷市に

ついて書かれている資料だよ。

大切に使おうね。
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みなさんの住
す

んでいる越谷市は、水と緑
みどり

と太
たい

陽
よう

にめぐまれた自
し

然
ぜん

の豊かなまちづく

りをめざしています。

越谷市は、川や用
よう

水
すい

路
ろ

、田んぼに囲
かこ

まれ、

豊かな水
みず

辺
べ

がたくさんあります。よく見る

とオタマジャクシやアメンボなど小さな生き物
もの

が住んでいます。

耳をすますと鳥や虫の声も聞こえてきます。

学校や神
じん

社
じゃ

、公園には、花の咲
さ

く草や木、実
み

のなる草や木な

どがあります。

ふだん、なにげなく歩いている道やまわりの様
よう

子
す

を、ちょっ

とながめてみましょう。きっと不
ふ

思
し

議
ぎ

な発
はっ

見
けん

やおどろきに出会

えるはずです。

これから、さらに「環境のよいまち越谷市」にするためにど

うしたらよいか、みなさんで考えましょう。

越谷市の環境を

考えよう

シラコバトやコシガヤホシクサは絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されていて、越谷市で保
ほ

護
ご

している

貴
き

重
ちょう

な動
どう

植
しょく

物
ぶつ

です。

シラコバト 栽
さい

培
ばい

中
ちゅう

のコシガヤホシクサ

マッチ棒
ぼう

と対
たい

比
ひ

した花

環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

資
し

料
りょう

「しらこばと」
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わたしたちは、地球という環境の中で生

活しています。地球があたえてくれる資源

をつかって、日
ひ

々
び

生活しています。しかし、

最
さい

近
きん

資
し

源
げん

は減
へ

り、環境が悪
わる

くなってきてい

ます。

その他
ほか

にも…

鉄
てつ

や石
せき

油
ゆ

、天
てん

然
ねん

ゴム

など

地
ち

球
きゅう

の環境と

わたしたちの生活

水 植物

わたしたちの生活

について、よく考え

てみよう。

緑が少なくなったり、川がよごれたり

するのは、わたしたちの生活と関
かん

係
けい

があ

るのかな。
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0 １ｋｍ
（1000ｍ）

さいたま市さいたま市

川口市川口市
かわぐちかわぐち

春日部市春日部市
かすか  べかすか  べ

松伏町松伏町
まつぶしまつぶし

草加市草加市
そう  かそう  か

吉川市吉川市
よしかわよしかわ

わたしたちと動
ど う

植
しょく

物
ぶ つ

越谷市には、大きな川や調
ちょう

節
せつ

池
ち

がいくつ

もあります。これらの水辺では、たくさん

の希少な動植物が見られます。その一部
ぶ

を

紹
しょう

介
かい

します。

越谷市の希
き

少
しょう

な動植物

元
もと

荒
あら

川
かわ

沿
ぞ

い・しらこばと水上公園付
ふ

近
きん

フジバカマフジバカマ

８月から９月にうすピンク

色の花を咲
さ

かせます。土手な

どに咲く花ですが、数が少な

くなってきています。

８月から９月に白い穂
ほ

の形

に花をつけます。しめった場
ば

所
しょ

が好きで、川
かわ

沿
ぞ

いで見られ

ます。

ナガボノシロワレモコウナガボノシロワレモコウ

背
せ

の高さは30～40cmです。

花の根
ね

本
もと

の葉
は

があざやかな黄

色で、遠
とお

くから見ると黄色い

花が咲いているように見えま

す。

ノウルシノウルシ

スズメより大きく、全
ぜん

身
しん

が

薄
うす

茶
ちゃ

色
いろ

をしています。ヨシの

くきを使
つか

って巣
す

をつくります。

「ギョギョシ」とさえずり

ます。

オオヨシキリオオヨシキリ

コムラサキコムラサキ

オスのはねは青むらさき色に

光る部
ぶ

分
ぶん

があります。幼
よう

虫
ちゅう

はヤ

ナギを食べて育
そだ

ちます。

県
けん

民
みん

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

村
むら

付近

しらこばと水上公園しらこばと水上公園

県民健康福祉村県民健康福祉村
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古
ふる

利
と

根
ね

川
がわ

・大
おお

吉
よし

調
ちょう

節
せつ

池
ち

付近

６～８月に、水
すい

面
めん

からくき

を伸
の

ばし黄色い花を咲かせま

す。葉はたまごの形で浮
う

かん

でいます。

アサザアサザ

埼
さい

玉
たま

県
けん

の県の鳥、越谷市の

市の鳥に指
し

定
てい

されています。

国の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されて

います。

シラコバトシラコバト

年に２回、10月・３月ごろ

に、直
ちょっ

径
けい

２ ㎜
ミリメートル

ほどの白い花

を咲かせます。古利根川沿い

や葛西用水、元荒川などで見

られます。

キタミソウキタミソウ

クイナクイナ

ハトより小さくて尾
お

が短
みじか

く、

体の割
わり

には足の大きな鳥で姿
すがた

を

見つけにくい冬鳥です。

田のあぜ道など、少ししめ

ったところに生える、高さ30

～70㎝の２年草です。元荒川

沿いの他
ほか

、県民健康福祉村や

新方川沿いにも見られます。

ミゾコウジュミゾコウジュ

小
こ

型
がた

のアジサシで、全
ぜん

長
ちょう

　

28 ㎝
センチメートル

ほど。水面上空を飛
と

び

回ってエサを探
さが

し、水中に飛

び込
こ

んで魚を捕
と

ります。

コアジサシコアジサシ

ヨシゴイヨシゴイ

日本で見られるサギの仲
なか

間
ま

で、

最
もっと

も小さく、ヨシの中などに枯
か

れ葉で巣をつくります。大吉調

節池や大相模調節池で見られま

す。

葛
か

西
さい

用
よう

水
すい

・大
おお

相
さ

模
がみ

調
ちょう

節
せつ

池
ち

付近

新
方
川

新
方
川

にいが
た
が
わ

にいが
た
が
わ

八条用水

八条用水

はちじょう

はちじょう

綾
瀬
川
綾
瀬
川

あ
や  

せ 

が
わ

あ
や  

せ 

が
わ

東
京
葛
西
用
水

東
京
葛
西
用
水

と
う
きょう   

か  

さ
い 

と
う
きょう   

か  

さ
い 

葛
西
用
水（
逆
川
）

葛
西
用
水（
逆
川
）

   

か  

さ
い 

　
　
　
　
　
さ
か
さ
が
わ

   

か  

さ
い 

　
　
　
　
　
さ
か
さ
が
わ

末
田
大
用
水

末
田
大
用
水

   

す
え   

だ

   

す
え   

だ

谷
古
田
用
水

谷
古
田
用
水

や     

こ   

た

や     

こ   

た

須賀用水須賀用水
す    が   ようすい
す    が   ようすい

古利根川古利根川
ふる    と     ね   がわ
ふる    と     ね   がわ

元荒川元荒川もと あら かわ
もと あら かわ

元荒川元荒川
もと あら かわもと あら かわ

元荒川
元荒川

もと あら かわ

もと あら かわ

大吉調節池大吉調節池
おおよしちょうせつ   ちおおよしちょうせつ   ち

大相模調節池大相模調節池
おお   さ   がみおお   さ   がみ

中
川
中
川

な
か
が
わ

な
か
が
わ

国
道
４
号

国
道
４
号ごうごう

足
立
越
谷
線

足
立
越
谷
線

あ     

だ
ち

あ     

だ
ち

Ｊ Ｒ 武蔵野線Ｊ Ｒ 武蔵野線
ジェイアールジェイアール む  さし  の せんむ  さし  の せん 越谷レイクタウン駅越谷レイクタウン駅

新越谷駅新越谷駅

せ
ん
げ
ん
台
駅

せ
ん
げ
ん
台
駅
だ
い
え
き

だ
い
え
き

大
袋
駅

大
袋
駅

お
お
ぶ
く
ろ

お
お
ぶ
く
ろ

東
武
伊
勢
崎
線（
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
）

東
武
伊
勢
崎
線（
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
）

と
う 

ぶ   

い  

せ  

さ
き
せ
ん

と
う 

ぶ   

い  

せ  

さ
き
せ
ん

北
越
谷
駅

北
越
谷
駅

越
谷
駅

越
谷
駅 南

越
谷
駅

南
越
谷
駅

蒲
生
駅

蒲
生
駅

が   

も
う

が   

も
う

0 １ｋｍ
（1000ｍ）

さいたま市さいたま市

川口市川口市
かわぐちかわぐち

春日部市春日部市
かすか  べかすか  べ

松伏町松伏町
まつぶしまつぶし

草加市草加市
そう  かそう  か

吉川市吉川市
よしかわよしかわ
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 越谷市の 越谷市の各各
か くか く

地地
ちち

でよく見られるでよく見られる動動
ど うど う

物物
ぶ つぶ つ

やや植植
しょくしょく

物物
ぶ つぶ つ

  

元々あったカントウタ

ンポポ。セイヨウタンポ

ポは外国からやってきま

した。
セイヨウタンポポセイヨウタンポポ カントウタンポポカントウタンポポ オオイヌノフグリオオイヌノフグリ

ナミテントウには、地

の色や模
も

様
よう

の数が違
ちが

うも

のがたくさんいます。さ

がしてみましょう。
ハルジオンハルジオン モンシロチョウモンシロチョウ ナミテントウナミテントウ

川
かわ

沿
ぞ

いや学校に多いソ

メイヨシノの他
ほか

、シダレ

ザクラやヤマザクラなど、

様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

があります。
ソメイヨシノソメイヨシノ カタバミカタバミ アオスジアゲハアオスジアゲハ

春はめざめの季節です。植物が芽
め

を出し、花を咲
さ

かせます。虫の活
かつ

動
どう

は活
かっ

発
ぱつ

になり、花の蜜
みつ

を吸
す

いに来ます。野
の

原
はら

や空き地に行って、色
いろ

々
いろ

な

生き物
もの

に触
ふ

れてみましょう。

コオニタビラココオニタビラコ

セリセリナズナナズナ ハハコグサハハコグサ ハコベハコベ

「セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、ホトケノザ、スズナ、スズシロ」

が春の七草と言われていますが、「ゴギョウ」は今のハハコグサ、「ホト

ケノザ」は、「コオニタビラコ」のことです。「スズナ」はカブ、「スズシ

ロ」は大
だい

根
こん

だと言われています。

 ～春の七草～ 

春春
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にぎやかなセミの声。

ツクツクホウシやミンミ

ンゼミなどと、鳴
な

き声を

くらべてみましょう。

小さな赤い実
み

がなりま

す。毒
どく

はありませんが、

食べてもおいしくありま

せん。

この植物の根
ね

から取
と

れ

るデンプンが「くず粉
こ

」

といい、お菓
か

子
し

に使
つか

われ

ます。

夏は太
たい

陽
よう

の季節です。植物は成
せい

長
ちょう

し、緑
みどり

を増
ま

します。虫は色々な種
しゅ

類
るい

が見られるようになります。

  季季
きき

節節
せ つせ つ

ごとの動植物のごとの動植物の様様
よ うよ う

子子
すす

をを比比
く らく ら

べながらべながら探探
し らし ら

してみましょう。してみましょう。

ツユクサツユクサ ドクダミドクダミ クズクズ

ヘビイチゴヘビイチゴ ヘクソカズラヘクソカズラ シロツメクサシロツメクサ

イヌタデイヌタデ ツバメツバメ アブラゼミアブラゼミ

川辺にしげる背
せ

の高いヨシ。この草むらの中は、生き物のよいすみかで

す。トンボやバッタ、カマキリなどの昆
こん

虫
ちゅう

、オオヨシキリなどの鳥などた

くさんの生き物が集
あつ

まります。

 ～川辺では～ 

ヨシ（アシ）ヨシ（アシ）

シオカラトンボ（オス）シオカラトンボ（オス） （メス）（メス） オオカマキリ（オス）オオカマキリ（オス） （メス）（メス）

夏夏
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秋の実、どんな実、秋の実、どんな実、

どこにあるかな？どこにあるかな？

秋は実
みの

りの季
き

節
せつ

です。植
しょく

物
ぶつ

は実
み

をつけ、仲
なか

間
ま

を増
ふ

やします。虫は鳴
な

くものが多くなります。鳥は外国に帰るものや、新たにやってくるも

のがいます。

気
き

温
おん

が下がってくると、

葉
は

や実も黄色に染
そ

まりま

す。種
しゅ

子
し

は「ギンナン」

といって、食べられます。
イチョウイチョウ カントウヨメナカントウヨメナ エノコログサエノコログサ

エンマコオロギエンマコオロギアキアカネアキアカネ カルガモカルガモ

ヒガンバナヒガンバナススキススキカラスウリカラスウリ

ジュズダマジュズダマ クコクコ ムカゴ（ヤマイモのムカゴ（ヤマイモの実実
みみ

））

 ～ドングリのなる木～ 

ドングリとは、ブナ科
か

の仲
なか

間
ま

の果
か

実
じつ

を言

います。公園などに様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

の木が植
う

え

られています。

クヌギクヌギスダジイスダジイ

校
こう

庭
てい

や公園、野原

や川
かわ

辺
べ

にこんな実が

あるか探
さが

してみま

しょう。

秋秋
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冬は眠
ねむ

りの季節。植物の多くは葉を落
お

とし、冬
ふゆ

芽
め

をつけ春を待
ま

ちま

す。虫は落ち葉の下や梢
こずえ

で寒
さむ

い冬をじっとがまんしています。冬はカ

モなどの冬鳥が見られます。

花が少ない冬。公園や

道に植
う

えられたツバキや

サザンカが目を楽しませ

てくれます。
サザンカサザンカ ツバキツバキ クリスマスローズクリスマスローズ

マガモマガモ カマキリのカマキリの卵卵
たまごたまご

ツグミツグミ

ヤゴ（トンボのヤゴ（トンボの幼幼
ようよう

虫虫
ちゅうちゅう

））

寒い冬を乗
の

り切るために、色
いろ

々
いろ

な工夫をし

ています。寒さをさけて越谷市にやってくる

鳥もいます。

さなぎのアゲハさなぎのアゲハ

 ～冬を越
こ

すための工
く

夫
ふ う

～ 

一年中見られる生き物

スギスギ ネズミモチネズミモチ シジュウカラシジュウカラ

キジバトキジバト オナガオナガ

冬冬

冬冬秋秋春春 夏夏
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今、貴
き

重
ちょう

な自
し

然
ぜん

が年
ねん

々
ねん

減
へ

っています。しかし、私たちの住
す

んでいる越谷市では、

緑を守
まも

ったり増
ふ

やしたりするため、様
さま

々
ざま

な努
ど

力
りょく

がされています。

越谷市には、全
ぜん

国
こく

的
てき

にも少なくなってしまったなかなか見ることのできない植
しょく

物
ぶつ

や動物があります。これから先もずっと越谷市で見ることができるように、守

り育てる努力をしています。

越谷市と緑
みどり

 苗
な え

木
ぎ

や記
き

念
ね ん

樹
じ ゅ

の配
は い

布
ふ

 

越谷市では、希
き

望
ぼう

者
しゃ

に苗木を配布しています。さら

に、結
けっ

婚
こん

したり赤ちゃんが生まれたりしたことを記
き

念
ねん

して苗木を植
う

えようとする人に、記念樹として無
む

料
りょう

で

配布しています。公園や道
どう

路
ろ

にも木を植え、緑豊
ゆた

かな

市になるように努力しています。

 屋
お く

上
じょう

緑
りょく

化
か

 

建
たて

物
もの

を冷
ひ

やす効
こう

率
りつ

を上げるために、屋上緑化に取
と

り

組んでいるところが、越谷市でも年
ねん

々
ねん

増
ふ

えています。

ベランダにプランターを置
お

くなど、工
く

夫
ふう

すると学校

や家でもできますね。

 グリーンカーテン 

ヒートアイランド現
げん

象
しょう

防
ぼう

止
し

のため、グリーンカーテ

ンに取り組んでいる学校があります。

教室の窓
まど

辺
べ

などでヘチマやゴーヤを育
そだ

てて、日かげ

をつくると、体
たい

感
かん

温
おん

度
ど

がぐっと下がります。みなさん

の学校や家でも取り組んでみてはどうでしょうか。

 ビオトープ 

越谷市の多くの小学校には、ビオトープがあります。

ビオトープとは、木
き

々
ぎ

を植えたり池
いけ

をつくったりして、

色
いろ

々
いろ

な自然の生き物がすめるようにした場
ば

所
しょ

です。

自然の観
かん

察
さつ

やふれあいの場所として役
やく

立
だ

っています。
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 コシガヤホシクサ 

コシガヤホシクサは、ため池
いけ

の岸
きし

辺
べ

や河
かわ

原
ら

、水中に育つホシクサ科
か

の水草の一

種
しゅ

です。昭和 13年に、市内を流
なが

れる元荒川付近で発

見された新種のホシクサでしたが、現
げん

在
ざい

は自生してい

ません。市では、「コシガヤホシクサ」発
はっ

祥
しょう

の地・越

谷市での野
や

生
せい

復
ふっ

帰
き

を目
め

指
ざ

して努力しています。中央中

学校、大袋東小学校で栽
さい

培
ばい

が行われています。

 キタミソウ 

北
ほっ

海
かい

道
どう

の北
きた

見
み

地
ち

方
ほう

で発
はっ

見
けん

された「キタミソウ」が、越谷市でも昭
しょう

和
わ

25年に発

見されました。発見後、たくさんの人たちの努力によって守り育てられています。

越谷市周
しゅう

辺
へん

では、用水の水が落
お

ちる９～ 11月と　

３～４月に小さい花が見られます。

古
ふる

利
と

根
ね

川
がわ

と元
もと

荒
あら

川
かわ

でも確
かく

認
にん

されていますが、中で

も葛
か

西
さい

用
よう

水
すい

に多く自
じ

生
せい

していますので、見つけてみま

しょう。

 フジバカマ 

昔
むかし

は土手などにたくさん咲
さ

いていましたが、河
かわ

をコ

ンクリートなどで固
かた

める工
こう

事
じ

が増
ふ

えたことなどの影
えい

響
きょう

で、数が少なくなり、絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれがあると言われて

います。

北越谷小学校では子どもたちがフジバカマを育てる活動を行っており、

北越谷小学校は「フジバカマの学校」と呼
よ

ばれています。

フジバカマは秋の七草に数えられる植物です。花がうすい藤
ふじ

色
いろ

、花の形が着
き

物
もの

のはかまに似
に

ていることからフジバカマと名づけられたと言われているそうです。

北越谷小学校では、ゲストティーチャーをお呼びし、子どもたちが環
かん

境
きょう

に関
かん

心
しん

をもてるような学習等
とう

を進めています。

フジバカマを自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

の中で増やしていく取り組みも進めていければと考えて

います。

校長先生の話
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市内に５つの大きな川（１級
きゅう

河
か

川
せん

）が流

れ、越谷市は昔
むかし

から「水
すい

郷
ごう

こしがや」と言

われてきました。

鉄
てつ

道
どう

や道
どう

路
ろ

が発
はっ

達
たつ

する前は、川を利
り

用
よう

し

た船
ふね

が大
だい

事
じ

な輸
ゆ

送
そう

方
ほう

法
ほう

でした。

また、人々は川から水田に用水を引き、

稲
いな

作
さく

をしていました。豊
ゆた

かな水は多くの実
みの

りをもたらしました。

しかし、一方で大雨により、川の水があ

ふれ、こう水になることがありました。

わたしたちと川

わたしたちの川と水

越谷市の川のきれいさについて

新
方
川

新
方
川

にいが
た
が
わ

にいが
た
が
わ

八条用水

八条用水

はちじょう

はちじょう

綾
瀬
川
綾
瀬
川

あ
や  

せ 

が
わ

あ
や  

せ 

が
わ

東
京
葛
西
用
水

東
京
葛
西
用
水

と
う
きょう   

か  

さ
い 

と
う
きょう   

か  

さ
い 

葛
西
用
水（
逆
川
）

葛
西
用
水（
逆
川
）

   

か  

さ
い 

　
　
　
　
　さ
か
さ
が
わ

   

か  

さ
い 

　
　
　
　
　さ
か
さ
が
わ

末
田
大
用
水

末
田
大
用
水

   

す
え   

だ

   

す
え   

だ

谷
古
田
用
水

谷
古
田
用
水

や     

こ   

た

や     

こ   

た

四
ヶ
村
用
水

四
ヶ
村
用
水

須賀用水須賀用水
す    が   ようすい
す    が   ようすい

古利根川古利根川
ふる    と     ね   がわ
ふる    と     ね   がわ

元荒川元荒川もと あら かわ
もと あら かわ

元荒川元荒川
もと あら かわもと あら かわ

元荒川
元荒川

もと あら かわ

もと あら かわ

大吉調節池大吉調節池
おおよしちょうせつ   ちおおよしちょうせつ   ち

大相模調節池大相模調節池
おお   さ   がみおお   さ   がみ

中
川
中
川

な
か
が
わ

な
か
が
わ

佐
藤
橋

佐
藤
橋

   

さ
　と
う

   

さ
　と
う

三
野
宮
橋

三
野
宮
橋

   

さ
ん   

の    

み
や

   

さ
ん   

の    

み
や

古
利
根
橋

古
利
根
橋

   

ふ
る  

と      

ね

   

ふ
る  

と      

ね

せ
ん
げ
ん
橋

せ
ん
げ
ん
橋

新
平
和
橋

新
平
和
橋

ふ
れ
あ
い
橋

ふ
れ
あ
い
橋

昭
和
橋

昭
和
橋

中
島
橋

中
島
橋

吉
越
橋

吉
越
橋

綾
瀬
橋

綾
瀬
橋

   

へ
い
　わ

   

へ
い
　わ

   

し
ょ
う 

わ

   

し
ょ
う 

わ

   

な
か
じ
ま

   

な
か
じ
ま

   

よ
し
こ
し

   

よ
し
こ
し

とてもきれいとてもきれい

きれいきれい

ややよごれているややよごれている

とてもよごれているとてもよごれている

どの川が、きれい？
どの川が、きれい？

0 １ｋｍ
（1000ｍ）

さいたま市さいたま市

川口市川口市
かわぐちかわぐち

春日部市春日部市
かすか  べかすか  べ

松伏町松伏町
まつぶしまつぶし

草加市草加市
そう  かそう  か

吉川市吉川市
よしかわよしかわ

（（令令
れい

和和
わ

２年度）２年度）
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越谷市では川を守
まも

るために、

毎日川の水
すい

質
しつ

を調
しら

べています。

以
い

前
ぜん

は悪
あく

臭
しゅう

を放
はな

っていた川もあ

りましたが、少しずつきれいな

川になってきました。

わたしたちは川の水を利
り

用
よう

し

て生活しています。これからも

川と付
つ

き合っていくために、わ

たしたちができることを考える

必
ひつ

要
よう

があります。

川の水
す い

質
し つ

の変
へ ん

化
か

（令和３年度越谷市環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

白
はく

書
しょ

を参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

）

※数
すう

値
ち

が低
ひく

いほど川がきれいで、数値が高いほど川が汚れています。

ＢＯＤ　10 ｍｇ /L 以
い

上
じょう

で悪臭を放ちます。　　３ｍｇ /L 以上で川の水をきれいにするのが難
むずか

しいです。

　　　　５ｍｇ /L 未
み

満
まん

でコイやフナがすめる。 ３ｍｇ /L 未満でアユがすめる。

（埼
さい

玉
たま

県
けん

環
かん

境
きょう

白
はく

書
しょ

　「埼玉の環境」令
れい

和
わ

３年度
ど

版
ばん

より）

生活はい水生活はい水

（台所・洗たく・ふろ・トイレ）（台所・洗たく・ふろ・トイレ）
74%74%

産業はい水産業はい水

畜産系畜産系
6%6%

その他その他
7%7%ちく さん けいちく さん けい

たた

さんぎょうさんぎょう

（工場等からのはい水）（工場等からのはい水）
13%13%

こう じょうとうこう じょうとう

だいどころだいどころ せんせん

川のよごれの川のよごれの原原
げんげん

因因
いんいん

（（平平
へいへい

成成
せいせい

30年度）30年度）

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

平成14年 平成18年 平成22年 平成26年 平成30年 令和２年

古利根川 新方川 元荒川 綾瀬川 中川

へいせい れい わ

ふる と  ね にいがた  もとあら あや せ

Ｂ
Ｏ
Ｄ
［

ｍ
ｇ

/L
］

ミ
リ
グ
ラ
ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル （
濃
さ
を
表
す
数
字
）

こ

越谷市の越谷市の主主
おもおも

な川のな川のＢＢ
ビービー

ＯＯ
オーオー

ＤＤ
ディーディー

（川の（川の汚汚
よごよご

れ）のれ）の変変
へんへん

化化
かか
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毎年、越谷市で行っている水
みず

辺
べ

の観
かん

察
さつ

会
かい

では、様
さま

々
ざま

な生き物が見られます。カ

ルガモ、アオサギ、カワセミなど多くの鳥
ちょう

類
るい

やイタチやヘビなどもいます。水の

中にはハゼやコイ、テナガエビ、タニシ、カワトンボの仲
なか

間
ま

などが生
せい

息
そく

しています。

しかし、はんしょく力が強かったり、他
ほか

の種
しゅ

を食べたりするために、元
もと

々
もと

越谷

市にいなかった外
がい

来
らい

の動
どう

植
しょく

物
ぶつ

（特
とく

に特
とく

定
てい

外
がい

来
らい

生
せい

物
ぶつ

）が問
もん

題
だい

になっています。

川
か わ

辺
べ

の生き物
も の

川
かわ

沿
ぞ

いや池
いけ

では、多くの人がジョギングやサイクリング、釣
つ

り、カヌー、ヨッ

トなどのレジャーを楽しんでいます。また、河
かわ

原
ら

では花見をしたり、数
かず

々
かず

のイベ

ントが開
ひら

かれたりして、人びとの憩いの場となっています。

地いきの憩
い こ

いの場

元荒川の桜堤元荒川の桜堤 大相模大相模調調
ちょうちょう

節節
せつせつ

池池
ちち

でのカヌーでのカヌー体体
たいたい

験験
けんけん

てしごと市てしごと市

シラコバトシラコバト カワセミカワセミ マガモマガモ

サギとカルガモサギとカルガモ フナ（コイフナ（コイ科科
かか

）） スズキ（スズキ科）スズキ（スズキ科）

アレチウリアレチウリ

オオクチバスオオクチバス
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越谷市では、川を守
まも

るために、次
つぎ

のようなことを進めています。

また、地いきの人も河原の環境を守るために様
さま

々
ざま

な

活動を行っています。埼
さい

玉
たま

県
けん

生
せい

態
たい

系
けい

保
ほ

護
ご

協
きょう

会
かい

越
こし

谷
がや

支
し

部
ぶ

では、年に数回、葛
か

西
さい

用
よう

水
すい

などで元
もと

々
もと

越谷市に生
せい

育
そく

し

ているキタミソウなどを守るために、外
がい

来
らい

種
しゅ

のオオオ

ナモミの除
じょ

草
そう

やせいそう活動などを行っています。

川を守
ま も

る

①定
てい

期
き

的
てき

に川の汚
よご

れ具
ぐ

合
あい

を調
しら

べています。

②川をよごさないように、各
かく

家
か

庭
てい

に広
こう

報
ほう

紙
し

などでよびかけています。

③工場の立ち入り検
けん

査
さ

をして、よごれた水を流
なが

さないように注
ちゅう

意
い

しています。

④他
ほか

の市や町と協
きょう

力
りょく

して公
こう

共
きょう

下
げ

水
すい

道
どう

をつくり、よごれた水をきれいにして川に流して

います。

当たり前にあったのが、当たり前でなくなりました。私が子どもの時には

たくさんの生き物がいて、川の魚も食べていました。しかし、一時
じ

期
き

、農
のう

薬
やく

の空
くう

中
ちゅう

散
さん

布
ぷ

が行われたことによって、トンボやアメンボなどの生き物が見られなく

なりました。今は以
い

前
ぜん

よりも環
かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した農薬を使
つか

うようになり、生き物が戻
もど

っ

てきました。またクワガタやトンボなどが見られるとうれしくなります。

人間しか生きられない環境はおかしいです。生き物は多
た

様
よう

にくらしているので、

たくさんの人たちに自
し

然
ぜん

と関
かか

わってほしいです。

埼玉県生態系保護協会越谷支部の人の話

00

7070
7272
7474
7676
7878
8080
8282
8484
8686

（％）（％）

平成平成
へいせいへいせい れい われい わ

1212 平成平成1717 平成平成2222 平成平成2727 令和２令和２

越谷市の下水道の広がり方越谷市の下水道の広がり方

人口ふきゅう率（公共下水道が使える人の割合）人口ふきゅう率（公共下水道が使える人の割合）
りつりつ つかつか わりあいわりあいこうきょうこうきょう

（下水道経
けい

営
えい

課
か

より）

河原の環境を守るための活動

マンホールのふた
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越谷市は平らで低
ひく

い土地のため、水がたまり

やすい地形です。また、川がゆるやかで水が流
なが

れにくい特
とく

ちょうがあります。そのため、昔
むかし

か

ら越
こし

谷
がや

市
し

は水
すい

害
がい

になやまされてきました。市で

は、国や県、周
しゅう

辺
へん

自
じ

治
ち

体
たい

と連
れん

けいし、対
たい

策
さく

に取
と

り組んでいます。

水
す い

害
が い

から守
ま も

る

大雨によるひ害大雨によるひ害

調節池はより安
あん

全
ぜん

なまちづくりのために、川に流れる水の量
りょう

を調節する大

きな池
いけ

です。

キャンベルタウン野
や

鳥
ちょう

の森のとなりにある大
おお

吉
よし

調
ちょう

節
せつ

池
ち

は、新
にい

方
がた

川
がわ

の水の量

を調節しています。また、中
ちゅう

心
しん

にはうき島
しま

があり、たくさんの鳥や虫の生活

の場となっています。この島は周
まわ

りが水で囲
かこ

まれていて、人が入れないよう

になっているため、生き物
もの

が自
し

然
ぜん

のまま暮
く

らすことができます。

レイクタウンにある大
おお

相
さが

模
み

調
ちょう

節
せつ

池
ち

は、元
もと

荒
あら

川
かわ

の水害から守るためにつくら

れました。自然再
さい

生
せい

ゾーンでは、昔から越谷市にいる生き物が生き続
つづ

ける環
かん

境
きょう

を守っています。

 ①２つの調
ちょう

節
せ つ

池
ち

 

大相模調節池のうき島

大吉調節池（通
つう

常
じょう

時
じ

） 大吉調節池（雨
う

天
てん

後
ご

）

16



通
つう

常
じょう

、小さい川の水は大きい川に流れます。しかし、大雨がふると大きい

川から小さい川へと逆
ぎゃく

流
りゅう

してしまうことがあります。逆流すると小さい川はあ

ふれ、こう水につながります。水害から守るために、大雨のとき、市内にある

33か所
しょ

のポンプ場では小さい川の水を大きい川へ流しています。

 ③ポンプ場 

市内の雨水ポンプ場 その施設

放水路は、大雨の時に川があふれないよう

に、別
べつ

の大きな川などに水を放流する人工の

水路です。東
とう

京
きょう

外
がい

郭
かく

環
かん

状
じょう

道
どう

路
ろ

沿
ぞ

いに綾
あや

瀬
せ

川
がわ

放

水路、春
かす

日
か

部
べ

市の地下 50 ｍに首
しゅ

都
と

圏
けん

外
がい

郭
かく

放
ほう

水
すい

路
ろ

があります。

 ④放
ほ う

水
す い

路
ろ

 

首都圏外郭放水路

（提
てい

供
きょう

：国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

江
え

戸
ど

川
がわ

河
か

川
せん

事
じ

務
む

所
しょ

）

市内の小中学校 44校中 41校が、学校の外に流
なが

れ出す雨水の量を一
いっ

定
てい

にし、

ふった雨を一
いち

時
じ

的
てき

にためています。広いグラウンドを利
り

用
よう

すると、浅
あさ

い水
すい

深
しん

で

も多くの雨水をためることができ、水害の心
しん

配
ぱい

をへらしてくれます。広い学校

では、3300 ｔ
トン

（25 ｍ
メートル

プール約
やく

６個
こ

分
ぶん

）もの水をためることができます。

 ②学校ちょりゅう 

雨がふる前の校
こう

庭
てい

雨がふった後の校庭
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ごみの量
りょう

がふえていることも、環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

のひとつです。ごみをへらしたり、出さな

いようにしたりする方
ほう

法
ほう

を考えることが大

切です。また、ごみを資
し

源
げん

として活用する

ことも大切です。

ごみを出さないくらし

今、わたしたちにできることは、ごみを

出さないこと、そして、ごみをへらすこと

です。

一番大切なのがごみをふやさないリ

フューズ、次
つぎ

に、ごみをへらすリデュース、

いつまでも使
つか

うリユース、最
さい

後
ご

に考えるの

がリサイクルです。

わたしたちにもできる４
フォー

Ｒ
アール

運
う ん

動
ど う

わたしたちの

生活とごみ

越谷市では、毎日どれ

ぐらいのごみが出ている

のでしょう。また、どの

ように処
しょ

理
り

されているの

か、調
しら

べてみましょう。

４Ｒ４Ｒ  運動を心がけましょう。

RefuseRefuse（リフューズ）  →→　　ごみになるものを受
う

け取
と

らないこと

ReduceReduce（リデュース） →→　　ごみをへらすこと

ReuseReuse（リユース） 　  →→      まだ使えるものはすてずに、また、使うこと

RecycleRecycle（リサイクル） →→　　ごみを変
へ ん

身
し ん

させて、新しいものに変
か

えること

マイバッグでお買い物
もの

（リフューズ） 小学校でのリサイクル活
かつ

動
どう
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２. ごみをへらしましょう２. ごみをへらしましょう

…リデュース・Reduce…リデュース・Reduce

２２ ノート、えんぴつや消
け

し

ゴムを最
さい

後
ご

まで使いましょ

う。

３３ つめかえのできるものを

選んで買うようにしましょ

う。

しょうゆ

シャンプーシャンプー

シ
ャ
ン

プ
ー

シ
ャ
ン

プ
ー

つ
め

か
え

つ
め

か
え

お
と
く

よ
う

お
と
く

よ
う

つめかえ
よう

おそうじ
スプレー

おそうじ
スプレー

し

１１ ほしいものがある時は、

よく考えてから買いましょ

う。１１ 買い物にはエコバッグなど

を持っていきましょう。

３３ かわいいから、新しいデザ

インだからという理
り

由
ゆう

で、必
ひつ

要
よう

ないものを買わないように

しましょう。

２２ 使いすての品
しな

物
もの

、使いすて

のよう器
き

ではなく、なるべく

くり返
かえ

し使えるものを選
えら

びま

しょう。

１. ごみになるものを１. ごみになるものを

受け取らないように受け取らないように

しましょう…しましょう…

リフューズ・Refuseリフューズ・Refuse
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１１ 使えるものはすぐにすてずに、しゅう理や部
ぶ

品
ひん

を交かんし

て使いましょう。

２２ いらないものは、近
きん

所
じょ

の人や友人と交かんしたり、ゆずっ

たりしています。

３３ 引き取
と

ってもらえるびんは、買った店に返
かえ

しましょう。

３. まだ使えるものは３. まだ使えるものは使使
つ かつ か

いましょう…リユース・Reuseいましょう…リユース・Reuse

再再
さいさい

利利
りり

用用
ようよう

・・再再
さいさい

使使
しし

用用
ようよう

フリーマーケットの様
よう

子
す

わたしの服
ふく

も、

リユースです。

リターナルブルびんは、びんの

上
じょう

部
ぶ

に「 Ｒ
リターナブル

びん」マークが付
つ

い

ています。

リターナブルびんリターナブルびん
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洋
服
な
ど 木の枝 たいひ

４. ごみを４. ごみを変変
へ んへ ん

身身
し んし ん

させて新しいものにさせて新しいものに変変
かか

えましょう…えましょう…

リサイクル・Recycleリサイクル・Recycle

１１ びん・かん・ペットボトル・古紙・木の枝
えだ

などをリサイク

ルしましょう。

２２ 買い物
もの

の時に、下のようなリサイクルマークのついた物を

選
えら

んで、買うようにしましょう。買う人がふえるとリサイク

ル商
しょう

品
ひん

もふえていきます。

３３ リサイクルを進
すす

める活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

しましょう。

エコマーク 牛乳パック再利用マーク 再
さい

生
せい

紙
し

使
し

用
よう

マーク

他
ほか

にもたくさんのマークがあります。調
しら

べてみましょう。

学校や地いきの子ども会

などでも、集
しゅう

団
だん

資
し

源
げん

回
かい

収
しゅう

活
かつ

動
どう

が行われています。

リサイクル活動の様
よう

子
す
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越谷市でも、ごみをへらしたり、出さないようにしたりする

ための取り組みを行っています。

越谷市での取
と

り組み

越谷市リサイクルプラザでは、開
かい

館
かん

日
び

に粗
そ

大
だい

ごみから修
しゅう

理
り

再
さい

生
せい

したリサイクル品
ひん

を常
じょう

時
じ

販
はん

売
ばい

しています。学
がく

習
しゅう

机
づくえ

、棚
たな

、テー

ブル、イスなど様
さま

々
ざま

なものがリユース（Reuse）されています。

越谷市での取り組み①　　再
さい

生
せい

家
か

具
ぐ

の販
はん

売
ばい

再生家具の販売の様子

越谷市での取り組み②　　小
こ

型
がた

家
か

電
でん

のリサイクル

越谷市では、市内から出されたもえないごみを「越谷リサイクルプラザ」で再
さい

利
り

用
よう

していま

す。リサイクルプラザや越谷市でのごみの再利用の取り組みについて調
しら

べてみましょう。

小型家電（携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

やデジカメ

等
とう

の小型の家
か

電
でん

製
せい

品
ひん

）を回
かい

収
しゅう

して、

中に使
つか

われている貴
き

金
きん

属
ぞく

やレアメ

タルなどをリサイクルします。越

谷市では市
し

役
やく

所
しょ

やリサイクルプラ

ザなどに回収ボックスを設
せっ

置
ち

し、

回収を行っています。 小型家電回収ボックス

家具を修
しゅう

理
り

する様
よう

子
す
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越谷市では環境にやさしいくらしをしようと

している家族を「環境ファミリー」として登
とう

録
ろく

し

ています。市役所などから用紙をもらって、どん

な活動をするか決めて登録しましょう。

 環境ファミリーせんげん 

環境について学んで、たくさんのことを

知っていても行動しなくては何も変
か

わりま

せん。家
か

族
ぞく

で力を合わせたり、友だちと力

を合わせたりして、毎日の生活をかえ、地
ち

球
きゅう

にやさしい活
かつ

動
どう

を始めましょう。

環
か ん

境
きょう

にやさしいくらしかた

さあ始
は じ

めよう

エコライフ

エコライフＤＡＹ・ＷＥＥＫ埼玉

チェックシート

埼玉県
けん

では、かんたんなチェックシートで、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をどのくらいへらせたかがわかる「エコ

ライフＤＡＹ・ＷＥＥＫ埼玉」への参
さん

加
か

を呼
よ

びか

けています。チェックシートを使って環境にやさ

しい生活をしてみましょう。

 エコライフＤ
デ イ

ＡＹ・Ｗ
ウ ィ ー ク

ＥＥＫ埼
さ い

玉
た ま

 

2019年は、夏に約
やく

47万人、冬には約46万人、

合計約93万人もの人が参加したそうだよ。

環境の学
がく

習
しゅう

や活
かつ

動
どう

をするなら

「こどもエコクラブ」に入りま

しょう。児
じ

童
どう

館
かん

ヒマワリに連
れん

絡
らく

す

れば、いつでも入ることができま

す。

 こどもエコクラブ 

活動の様子
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越谷市は、豊かな自然を積
せっ

極
きょく

的
てき

に生かしたまちづくりを進め

ています。わたしたちの生活する越谷市が、これからも自然豊

かなまちであり続
つづ

けるために、わたしたち自
じ

身
しん

は何をしていっ

たらよいでしょうか。

それを考え、実
じっ

際
さい

に行動するきっかけとなるよう、平
へい

成
せい

24

年度から始まったのが、越谷生物多様性子ども調査です。この

調査では、１年を通して学校にやってくるトンボやビオトープ

にいるヤゴの種
しゅ

類
るい

を調
しら

べます。この調査を通して、越谷市の自

然について学び、生き物が住
す

みやすい環
かん

境
きょう

について考え、より

よい環境をつくっていきましょう。

『自
し

然
ぜ ん

豊
ゆ た

かな越谷市』を目
め

指
ざ

して

越谷生
せ い

物
ぶ つ

多
た

様
よ う

性
せ い

子ども調
ちょう

査
さ

越谷市越谷市

生物多様性子ども調査生物多様性子ども調査

ＱＱ
キューキュー

&&
アンドアンド

ＡＡ
エ ―エ ―

・自分の学校やビオトープで見つけたトンボやヤ

ゴの特
とく

ちょうを、観
かん

察
さつ

ノートに記
き

録
ろく

します。写
しゃ

真
しん

を撮
と

ってもいいです。

・調査のために、越谷市にいるトンボやヤゴだけ

がのっている図
ず

鑑
かん

が配
くば

られます。

・１年の終わりに、どんな種類のトンボが見られ

たかによって、学校の環境を評
ひょう

価
か

し、改
かい

善
ぜん

して

いきます。

・トンボはみんなの身
み

近
ぢか

にいる生き物だからです。

・トンボは自分が好
この

む場
ば

所
しょ

に飛
と

んでいって生活したり、

卵
たまご

を産
う

んだりします。つまり、そこにどんな環境があ

るのかが、集
あつ

まってくるトンボの種類によってわかる

からです。
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・ビオトープは生き物
もの

のすみかです。そし

て、「それぞれの地いきに昔
むかし

からくらし

ている生き物たちが生きていくための条
じょう

件
けん

がそろっている場所」です。

・整
せい

備
び

するときは、環境を壊してしまわな

いように専
せん

門
もん

家
か

のアドバイスを受
う

けてか

ら行います。

・水がなくならないように、少なくなった

ときには足します。

・草
くさ

刈
か

りをする必
ひつ

要
よう

はありませんが、セ

イタカアワダチソウなど昔は越谷市にな

かった植
しょく

物
ぶつ

は抜
ぬ

いてください。

・越谷市の学校ビオトープは、つくられた

順
じゅん

に専門家による整
せい

備
び

を定
てい

期
き

的
てき

に行って

います。

越谷生物多様性子ども調査学習支援が、市内全ての小学

校で行われています。みなさんが身近なビオトープを観察

したときに、専門家や環境サポーターさんから身近な環境

のことを教えていただきます。

・プラスチックの大きな箱
はこ

（プラ舟
ぶね

）に土や水を入れ、水

草を植
う

えてミニビオトープをつくります。つくり方は専

門家の方が教えてくださいます。みんなでつくったミニ

ビオトープにトンボがやってきて、卵
たまご

を産
う

んでくれれば、

ヤゴの観
かん

察
さつ

ができます。

・よそから生き物を連
つ

れてきてはいけませ

ん。ビオトープは生き物が自分からやっ

てくる場所です。人間が飼
か

いたい生き物

を飼う場所ではありません。

・他の場所から生き物を連れてくると、そ

こでもともと生活していた生き物が食べ

られたり、おいだされたりしてしまい、

ビオトープの環境が壊
こわ

れてしまいます。
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☆ 見
み

付
つ

けたら○をつけよう。

☆ たて・よこ・ななめがそろったらビンゴだよ。

☆ ビンゴがいくつできるかな。

☆ 一年間で全
ぜん

部
ぶ

見つけてみよう。見つけたら日
ひ

付
づけ

を入れよう。

越谷市の自
し

然
ぜ ん

　ネイチャービンゴ

合計　　　　　　　　ビンゴ

草・花 木 水
みず

辺
べ

の

生
せい

物
ぶつ 鳥 虫

ハルジオン クヌギ コイ シジュウカラ トンボ

タンポポ ソメイヨシノ メダカ オナガ チョウ

ドクダミ イチョウ ヤゴ ハト バッタ

フジバカマ ケヤキ カエル カモ ダンゴムシ

シロツメクサ スギ アメンボ オオヨシキリ カマキリ

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日

　　月　　　日
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⓰

⓮

⑮
３
Ｒ

➊
⓲

⓱

➌

➁
➓

⑪

➃ ➏
⓭

➄
⑫

➆

➇

➈

越
谷
市
の

越
谷
市
の
環環か

ん
か

ん

境境き
ょ

う
き

ょ
う

　　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

よ
こ
の
カ
ギ

②
大
き
な
川
が
流
れ
、
水
が
豊ゆ
た

か
に
あ
る
越
谷
市
を

表あ
ら

わ

す
言
葉
。

④
昭し
ょ

う

和わ

13
年
に
発
見
さ
れ
た
新し
ん

種し
ゅ

の
水
草
。
現げ
ん

在ざ
い

は
自
生
し
て
い

な
い
が
、
栽さ

い

培ば
い

が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑤
自
然
の
生
き
物も
の

が
す
め
る
よ
う
に
し
た
場ば

所し
ょ

の
こ
と
。

⑦
昔む
か

し

は
多
く
咲
い
て
い
た
が
、
絶ぜ
つ

滅め
つ

の
お
そ
れ
が
あ
る
植
物
。

⑧
使つ
か

え
る
も
の
は
す
て
ず
に
、
ま
た
使
う
こ
と
。

⑨
教
室
の
窓ま

ど

辺べ

な
ど
で
ヘ
チ
マ
や
ゴ
ー
ヤ
を
育そ

だ

て
日
か
げ
を
つ
く

る
取と

り
組
み
。

⑪
ご
み
を
へ
ら
す
こ
と
。

⑫
ハ
ト
よ
り
小
さ
く
尾お

が
短み
じ

か

い
冬ふ
ゆ

鳥ど
り

。

⑮
ご
み
を
出
さ
な
い
、
へ
ら
す
た
め
の
運う
ん

動ど
う

の
こ
と
。
３
つ
の
取

り
組
み
の

頭か
し

ら

文も

字じ

か
ら
で
き
た
言こ
と

葉ば

。

た
て
の
カ
ギ

➊
ト
ン
ボ
の
幼よ
う

虫ち
ゅ

う

。
生せ
い

物ぶ
つ

多た

様よ
う

性せ
い

子
ど
も

調ち
ょ

う

査さ

で
調し
ら

べ
る
。

➌
市
の
鳥
で
、
国
の
天て
ん

然ね
ん

記き

念ね
ん

物ぶ
つ

に
も
指し

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

➏
屋お
く

上じ
ょ

う

で
植し
ょ

く

物ぶ
つ

を
育そ
だ

て
る

こ
と

で
、

建た
て

物も
の

を
冷ひ

や
す

効こ
う

果か

が
期き

待た
い

で
き
る
活か
つ

動ど
う

。

➓
ご
み
を
変へ
ん

身し
ん

さ
せ
て
、
新
し
い
も
の
に
変か

え
る
こ
と
。

⓭
越
谷
市
を
流な
が

れ
る
主
な
川
の
一
つ
の
名
前
。

⓮
学
校
の
外
に
流
れ
だ
す
雨う

水す
い

を
一い

ち

時じ

的て
き

に
た
め
る
こ
と
。

⓰
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

で
発は

っ

見け
ん

さ
れ
、
越
谷
市
で
も
発
見
さ
れ
た

植し
ょ

く

物ぶ
つ

。
葛か

西さ
い

用よ
う

水す
い

で
多
く
自じ

生せ
い

し
て
い
る
。

⓱
大
雨
の
時
に
川
の
水
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、
別べ
つ

の
大
き
な
川

へ
水
を
放ほ

う

流り
ゅ

う

す
る
人
口
の
水す
い

路ろ

。

⓲
野や

鳥ち
ょ

う

の
森
の
と
な
り
に
あ
り
、
新に

い

方が
た

川が
わ

の
水
の

量り
ょ

う

を
調ち
ょ

う

整せ
つ

す

る
池い
け

。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
楽
し
く
越
谷
市
の
環
境
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
わ
か
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
。

環
境
教
育
し
り
ょ
う
し
ら
こ
ば
と
の
中
に
答
え
は
全
て
あ
り
ま
す
。

★
ヒ
ン
ト
：
ひ
ら
が
な
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
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地
ち

域
いき

教
きょう

育
いく

資
し

料
りょう

「越谷のすてき」

越谷市には、たくさんのすてきがあります。では、すてきと

は何でしょう。たとえば、越谷市がじまんできるもの、越谷市

の歴
れき

史
し

などが考えられますね。越谷市のすてきは、どうしたら、

調
しら

べることができるでしょうか。みんなで考えてみましょう。

市
し

役
や く

所
し ょ

には越谷市のことをもっと知ってもらう、好きになってもらうためや

越谷市の文
ぶ ん

化
か

いさんを残
の こ

すために仕
し

事
ご と

をしている人たちがいます。広
こ う

報
ほ う

シティ

プロモーション課
か

や経
け い

済
ざ い

振
し ん

興
こ う

課
か

、生
しょう

涯
が い

学
が く

習
しゅう

課
か

などです。また、越谷市のＨ
ホーム

Ｐ
ページ

に

ものっています。地域にはこのようなことにくわしい人もいます。いろいろな

人から学べるといいですね。

だれに聞いたら

わかるかな。

どんなことを

調べたらよいかな。
調べる方

ほ う

法
ほ う

は

ほかにないかな。

どこにいったら

みることができるかな。



33

出
しゅっ

身
しん

の有
ゆう

名
めい

人
じん

越谷市には、越谷市出身の有名人がたく

さんいます。こしがやの未
み

来
らい

を創
つく

る魅
み

力
りょく

宣
せん

伝
でん

大
たい

使
し

になっている人たちもいます。

益
ま す

若
わ か

　つばさ

モデル・商
しょう

品
ひ ん

プロデューサー

高校生のころから、ざっしのモデルとして活
か つ

やく。今は洋
よ う

服
ふ く

やけしょうひんのプロデューサーとして人気商品をたくさん生

み出しています。

星
ほ し

　奈
な

津
つ

美
み

元
も と

競
きょう

泳
え い

日
に

本
ほ ん

代
だ い

表
ひょう

鷺
さ ぎ

後
し ろ

小学校、栄
え い

進
し ん

中学校出身。2012（平成24）年・

2016（平成28）年のオリンピックで２大会連
れ ん

続
ぞ く

銅
ど う

メダルを

獲
か く

得
と く

。今は、水
す い

泳
え い

教
きょう

室
し つ

の先生やテレビに出るなど幅
は ば

広く活動し

ています。

阿
あ

炎
び

　政
ま さ

虎
と ら

大
お お

相
ず

撲
も う

力
り き

士
し

西
に し

方
か た

小学校、大
お お

相
さ

模
が み

中学校出
しゅっ

身
し ん

。高校卒
そ つ

業
ぎょう

後
ご

、錣
しころ

山
や ま

部
べ

屋
や

に入

門。得
と く

意
い

技
わ ざ

は突
つ

き・押
お

しです。2022（令和４）年11月場
ば

所
し ょ

において、12 勝
しょう

３敗
ぱ い

の好
こ う

成
せ い

績
せ き

で見事幕
ま く

内
う ち

初
は つ

優
ゆ う

勝
しょう

を果
は

たしまし

た。

最
さ い

近
き ん

の取
と

り組み

男子バスケットボールクラブ「越谷アルファーズ」

越谷総
そう

合
ごう

公
こう

園
えん

の中にある総合体
たい

育
いく

館
かん

を

ホームとして活動しています。越谷駅
えき

東

口にもチームの選
せん

手
しゅ

の皆
みな

さんの写
しゃ

真
しん

が

はってありますね。開
かい

催
さい

している試
し

合
あい

を

見に行ってみましょう。
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ほかにも越谷市出
しゅっ

身
しん

の有
ゆう

名
めい

人
じん

がいます。調
しら

べてみましょう。

今も昔も越谷市には歴
れき

史
し

的
てき

に有名な人がいます。

越
こ し

谷
が や

　吾
ご

山
ざ ん

（１７１７年－１７８７年）

江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

の８代将
しょう

軍
ぐ ん

、徳
と く

川
が わ

吉
よ し

宗
む ね

が活
か つ

躍
や く

した享
きょう

保
ほ う

２年に新町（現
げ ん

在
ざ い

の越ヶ

谷１～３丁
ちょう

目
め

付
ふ

近
き ん

）で生まれた。

本名は会
あ い

田
だ

秀
ほ つ

真
ま

。俳
は い

人
じ ん

（俳
は い

句
く

を作る作
さ く

者
し ゃ

）であり、方
ほ う

言
げ ん

研
け ん

究
きゅう

家
か

として知

られている。日本で初
は じ

めて全
ぜ ん

国
こ く

の方
ほ う

言
げ ん

の研究書である「物
ぶ つ

類
る い

称
しょう

呼
こ

」を書い

た。

天天
てんてん

嶽嶽
がくがく

寺寺
じじ

にに残残
のこのこ

るる

おはかおはか

呑
ど ん

龍
りゅう

　上
しょう

人
に ん

一
い ち

ノ
の

割
わ り

村
む ら

（春
か す

日
か

部
べ

市）に生まれ、平
ひ ら

方
か た

村（越谷市）の林
り ん

西
さ い

寺
じ

（現在も

越谷市平方にあり、呑龍上人の寺として知られている）で勉
べ ん

強
きょう

して出
し ゅ

家
っ け

し、その後江戸芝
し ば

増
ぞ う

上
じょう

寺
じ

（東京の増上寺）で学んだ。やがて、現在の東京

の八王子にある大
だ い

善
ぜ ん

寺
じ

の住
じゅう

職
しょく

となり浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

檀
だ ん

林
り ん

（僧
そ う

侶
り ょ

の学校）の基
き

礎
そ

をつ

くった。その後、徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

の命
め い

により呑龍が開山した上
こうずけの

野国
く に

太
お お

田
た

（群
ぐ ん

馬
ま

県
け ん

太
お お

田
た

市
し

）の大
だ い

光
こ う

院
い ん

で、子どもを捨
す

てる悪
あ く

習
しゅう

をなくしてお米を与
あ た

え、生活に

困
こ ま

った人の子
こ

供
ど も

を弟
で

子
し

として寺に招
ま ね

き、たくさんの命
いのち

をすくったことから、

「子
こ

育
そ だ

て呑龍」として、みんなからあがめられる人となった。

林西寺に林西寺に残残
のこのこ

るる

おはかおはか

三
さ ん

ノ
の

宮
み や

　卯
う

之
の

助
す け

（１８０７年？－１８５４年）

越谷市の三
さ ん

野
の

宮
み や

(さんのみや)で生まれた、日本一の力
ちから

持
も

ち。

22歳
さ い

の時、瓦
かわら

曽
ぞ

根
ね

村
む ら

最
さ い

勝
しょう

院
い ん

で70貫
か ん

（約
や く

263k
キログラム

g）の力
ちから

石
い し

を持ち上げた。得
と く

意
い

な芸
げ い

は、馬に騎
き

乗
じょう

した人を乗
の

せた舟
ふ ね

を足で持ち上げる「足
あ し

指
ざ

し」だった。日本中を周
ま わ

り、見せ

て歩いていた。1833年には、将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

家
い え

斉
な り

の前で力持ち

芸を見せ、この時、力持ち番
ば ん

付
づ け

表
ひょう

によれば大
お お

関
ぜ き

となったと

言われている。卯之助が持ち上げたといわれる力石は、ふ

るさとの三野宮香
か

取
と り

神
じ ん

社
じ ゃ

、越ヶ谷久
ひ さ

伊
い

豆
ず

神社をはじめ、諏
す

訪
わ

大
た い

社
し ゃ

（長
な が

野
の

県
け ん

）、桶
お け

川
が わ

宿
じゅく

・稲
い

荷
な り

神社（埼
さ い

玉
た ま

県）、川
か わ

崎
さ き

大
だ い

師
し

・江
え の

島
し ま

神社（神
か

奈
な

川
が わ

県）、大
お お

阪
さ か

天
て ん

満
ま ん

宮
ぐ う

（大阪）など全国

に残
の こ

されている。特
と く

に、桶川市の大
だ い

盤
ば ん

石
じゃく

は、大きな力石で

610kg、卯之助の名前のある力石としては日本一の重
お も

さ

である。

中中
ちゅうちゅう

央央
おうおう

市市
しし

民民
みんみん

会会
かいかい

館館
かんかん

前前
まえまえ

のの記記
きき

念念
ねんねん

ひひ

大大
おおおお

袋袋
ぶくろぶくろ

三三
さんさん

野野
のの

宮宮
みやみや

香香
かか

取取
とりとり

神神
じんじん

社社
じゃじゃ

の力石の力石
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千
せ ん

疋
び き

屋
や

　弁
べ ん

蔵
ぞ う

東京日
に

本
ほ ん

橋
ば し

にある千
せ ん

疋
び き

屋
や

といえば、総
そ う

合
ご う

果
く だ

物
も の

店
て ん

として日本一になった高
こ う

級
きゅう

フルーツ店の

代
だ い

名
め い

詞
し

だが、その初
し ょ

代
だ い

が、千疋屋弁蔵、本
ほ ん

名
みょう

、大
お お

島
し ま

弁蔵。現在も越谷市には千疋の地名が

残っている。彼は、江戸時代に越谷市で大
お お

島
し ま

流
りゅう

槍
そ う

術
じゅつ

を教えていたが、その後、当時の越谷

市の特
と く

産
さ ん

品
ひ ん

であった桃
も も

を中心に、柿
か き

やすいか、ぶどう、まくわうりなどを、船に積
つ

み、今

でいう産
さ ん

地
ち

直
ちょく

売
ば い

で江
え

戸
ど

三
さ ん

座
ざ

と呼
よ

ばれた歌
か

舞
ぶ

伎
き

小
ご

屋
や

のあった日
に

本
ほ ん

橋
ば し

で販
は ん

売
ば い

したのが始まり。

会
あ い

田
だ

　七
し ち

左
ざ

衛
え

門
も ん

政
ま さ

重
し げ

（１５８０年？－１６４２年）

江戸時代の関
か ん

東
と う

代
だ い

官
か ん

頭
かしら

であった伊
い

奈
な

半
は ん

十
じゅう

郎
ろ う

忠
た だ

治
は る

の重
じゅう

臣
し ん

の一人で、出
で

羽
わ

地
ち

区
く

の新
し ん

田
で ん

開
か い

発
は つ

に

力をつくした。多くの村々にお寺をつくり、村づくりに大きな功
こ う

績
せ き

を残
の こ

した。七左衛門

村（現在の七
し ち

左
ざ

町
ちょう

）の村名は、昔
むかし

は沼
ぬ ま

地
ち

であった土地を開
か い

発
は つ

した会田七左衛門政重の名を

とってつけられた。

会
あ い

田
だ

　太
た

郎
ろ

兵
べ

衛
え

慶
け い

長
ちょう

年間（1596～1615）に、現在の宮
み や

本
も と

町
ちょう

　四
し

丁
ちょう

野
の

村
む ら

の名
な

主
ぬ し

だった会田太郎兵衛が

もち米の改
か い

良
りょう

に取り組み、作り出したのが「太郎兵衛もち」と呼
よ

ばれるもち米。「コシが

強く、ねばりがあり、独
ど く

特
と く

の風
ふ う

味
み

がある」このもち米は、明
め い

治
じ

から昭
しょう

和
わ

初
し ょ

期
き

にかけて大人

気となり、天
て ん

皇
の う

家
け

献
け ん

上
じょう

品
ひ ん

となった。日本一のもち米として、昭和初期には東京の和
わ

菓
が

子
し

屋
や

があらそって、太郎兵衛もちを買い求
も と

めたと言われる。現在は「こしがや愛
あ い

されグルメ」

に認
に ん

証
しょう

されている。

斎
さ い

藤
と う

　豊
と よ

作
さ く

大
お お

相
さ

模
が み

村
む ら

で生まれた。大
お お

相
さ が

模
み

尋
じ ん

常
じょう

小学校（現在の大相模小学

校）、越ヶ谷高等小学校を卒
そ つ

業
ぎょう

し、19歳
さ い

で東
と う

京
きょう

美
び

術
じゅつ

学校（現在

の東
と う

京
きょう

藝
げ い

術
じゅつ

大学）に入学すると、黒
く ろ

田
だ

清
き よ

輝
て る

らに西
せ い

洋
よ う

画
が

を学んだ。

卒業後の1906年に、26歳でフランスのパリを訪
おとず

れ、画家のア

ンリ・マルタンの点
て ん

描
びょう

表
ひょう

現
げ ん

に大きな影
え い

響
きょう

を受
う

け、点描による絵画

を描
か

いた。強い色
し き

彩
さ い

と華
か

麗
れ い

な点描表現は、帰
き

国
こ く

後
ご

に出
しゅっ

品
ぴ ん

した文
も ん

部
ぶ

省
しょう

美
び

術
じゅつ

展
て ん

覧
ら ん

会
か い

（文
ぶ ん

展
て ん

）などで注
ちゅう

目
も く

を集
あ つ

めた。その後、日本で点描

を解
か い

説
せ つ

し紹
しょう

介
か い

した。1914年に画家仲
な か

間
ま

と二
に

科
か

会
か い

（現在も二科展

などで知られる美術団体）をつくり、そのはなやかな色彩の点描

画
が

法
ほ う

で「二科会の花」と賞
しょう

賛
さ ん

されていた。その後フランスにわた

り、フランスでなくなった。

※豊作がフランスの風景を描いた絵画「風景」は、大正４年に

　大相模小学校に寄贈され、現在は越谷市立図書館に展示されています。

市市
しし

立立
りつりつ

図図
とと

書書
しょしょ

館館
かんかん

所所
しょしょ

蔵蔵
ぞうぞう

「「風風
ふうふう

景景
けいけい

」」

（大
おお

相
さが

模
み

小学校にある

「風景」の絵
かい

画
が

はコピーで、

本
ほん

物
もの

は市立図書館に展
てん

示
じ

されています。）
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越谷市には、農
のう

産
さん

物
ぶつ

や伝
でん

統
とう

的
てき

手
しゅ

工
こう

芸
げい

品
ひん

な

ど、たくさんの名
めい

物
ぶつ

があります。ねぎやだる

ま、くわいづくりは、３年生の社会科で学
がく

習
しゅう

します。そのほかにもたくさんの名物があ

るので、調べてみましょう。また、名物になっ

た理
り

由
ゆう

についても考えてみましょう。

●最
さ い

近
き ん

の取
と

り組み

越谷市は消
しょう

費
ひ

者
しゃ

のたくさんいる地
ち

域
いき

が近くにあるため、都
と

市
し

型
がた

農
のう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

しています。

名物

越谷市の主
お も

な農産物

越谷ねぎ越谷ねぎ 山山
さんさん

東東
とうとう

菜菜
さいさい

越谷いちご越谷いちご

小小
ここ

松松
まつまつ

菜菜
なな

くわいくわい 米米

越谷市では、給
きゅう

食
しょく

に越谷産
さん

のお米が使
つか

われています。（彩
さい

のかがやき など）

越谷スカイメロン

越谷市農
のう

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

センターでは、

平
へい

成
せい

30年から試
し

験
けん

的
てき

にメロンの

水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

を行っています。このメ

ロンは空中に浮
う

いているように実
みの

ることから「越谷スカイメロン」

と名づけられました。
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越
こ し

谷
が や

市
し

の主
お も

な伝
で ん

統
と う

的
て き

手
し ゅ

工
こ う

芸
げ い

品
ひ ん

など

●最
さ い

近
き ん

の取
と

り組み

昔から長く続
つづ

いてきた技
ぎ

術
じゅつ

はとても貴
き

重
ちょう

で、大切なものです。

未
み

来
らい

にも残
のこ

していくため、新しく形を変
か

え、その時
じ

代
だい

にあった

ものにする取り組みが行われています。

籠
か ご

染
ぞ め

灯
と う

籠
ろ う

越谷市では、藍
あい

染
ぞめ

技術「籠染め」でゆかた

の生
き

地
じ

を作っていましたが、着
き

る人が少なく

なり、今は作っていません。ゆかたの模
も

様
よう

を

生地に描
えが

くときに籠
かご

という金
きん

属
ぞく

の筒
つつ

を使
つか

って

いましたが、使わなくなったこの筒を使って、

部
へ

屋
や

の中で使うあかりにしました。

越谷だるま越谷だるま 越谷手越谷手焼焼
やや

きせんべいきせんべい 越谷ひな人形越谷ひな人形

都都
みやこみやこ

うちわうちわ 桐たんす桐たんす 切切
きりきり

子子
ここ

ガラスガラス

越谷越谷桐桐
きりきり

箱箱
ばこばこ

ゆかた（ゆかた（籠籠
かごかご

染染
ぞぞ

め）め）越谷越谷甲甲
かっかっ

冑冑
ちゅうちゅう
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越谷市の特
と く

産
さ ん

品
ひ ん

越谷市では市内で作っている農
のう

産
さん

物
ぶつ

を使って、いろいろな

特産品を作っています。皆
みな

さんが食べたことのあるものはあ

りますか？

●最
さ い

近
き ん

の取り組み

こしがや愛
あ い

されグルメ発
は っ

信
し ん

事
じ

業
ぎょう

越谷市においしいグルメがあることを

たくさんの人に知ってもらうため、「こ

しがや愛されグルメ」としてＰ
ピー

Ｒ
アール

してい

ます。皆さんのおうちの近くにあるお店

にも、認
にん

証
しょう

品
ひん

が売っているかもしれませ

んね。

山山
さんさん

東東
とうとう

菜菜
さいさい

漬漬
づけづけ

（（有）（（有）楽楽
らくらく

農農
のうのう

三三
さんさん

恵恵
けいけい

園園
えんえん

））

純純
じゅんじゅん

米米
まいまい

清清
せいせい

酒酒
しゅしゅ

　越ヶ谷宿　越ヶ谷宿

（越谷（越谷小小
ここ

売売
うりうり

酒酒
しゅしゅ

販販
はんはん

組組
くみくみ

合合
あいあい

越越
こしこし

谷谷
がやがや

支支
しし

部部
ぶぶ

））

苺苺
いちごいちご

のかけジャム（のかけジャム（地地
じじ

場場
ばば

野野
やや

菜菜
さいさい

イタイタ

リアン　カポナータ）リアン　カポナータ）

こしがやこしがや鴨鴨
かもかも

ネギネギ鍋鍋
なべなべ

ギフトセットギフトセット

（越谷（越谷商商
しょうしょう

工工
こうこう

会会
かいかい

議議
ぎぎ

所所
しょしょ

）） 越谷くわい越谷くわい銘銘
めいめい

菓菓
かか

（（岡岡
おかおか

埜埜
のの

製製
せいせい

菓菓
かか

店店
てんてん

））

太太
たた

郎郎
ろろ

兵兵
べべ

衛衛
ええ

もちもち

（越谷市太郎兵衛もち（越谷市太郎兵衛もち協協
きょうきょう

議議
ぎぎ

会会
かいかい

））
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お祭
ま つ

り・イベント

越谷市には、古くから伝
つた

わるお祭りや地
ち

域
いき

に住
す

んでいる人
ひと

々
びと

が交
こう

流
りゅう

を図
はか

ったり、地
ち

域
いき

のことを学ぶために始
はじ

められたイベント

もあります。

古くから伝わるお祭りには、たとえば、

伝
でん

染
せん

病
びょう

などをたいさんするためのお祭りや、

農
のう

産
さん

物
ぶつ

の収
しゅう

穫
かく

をお祝
いわ

いするお祭りなどがあ

ります。地域の人々の多くの思いがあり、

伝
でん

承
しょう

するために活動する人たちもいます。

古くからあるお祭り

下
し も

間
ま

久
く

里
り

の獅
し

子
し

舞
ま い

1594年に京
きょう

都
と

から伝
つ た

わったとされ、昭
しょう

和
わ

54

年に埼
さ い

玉
た ま

県
け ん

の無
む

形
け い

民
み ん

俗
ぞ く

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

に指
し

定
て い

されました。

雨
あめが

下
し た

無
む

双
そ う

角
か く

兵
べ

衛
え

流
りゅう

とも呼
よ

ばれ、春
か す

日
か

部
べ

市や千
ち

葉
ば

県

野
の

田
だ

市に伝わったとされる記
き

録
ろ く

も残
の こ

っています。

現
げ ん

在
ざ い

は毎年7月中の日曜日に行われ、下間久里

の香
か

取
と り

神
じ ん

社
じ ゃ

で獅子舞が奉
ほ う

納
の う

された後、家
か

内
な い

安
あ ん

全
ぜ ん

や

五
ご

穀
こ く

豊
ほ う

穣
じょう

を祈
き

願
が ん

し、丸一日かけて地
ち

域
い き

の家
い え

々
い え

を回

ります。

北
き た

川
か わ

崎
さ き

の虫
む し

追
お

い

北川崎の川
か わ

崎
さ き

神
じ ん

社
じ ゃ

で毎年７月２４日に行われる、

江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

から続
つ づ

く農
の う

村
そ ん

行
ぎょう

事
じ

です。麦わらを束
た ば

ねた

長さ３メートルほどの大きなたいまつに火を灯
と も

し、

田んぼのあぜ道を練
ね

り歩きながら稲
い ね

につく害
が い

虫
ちゅう

を

追
お

い払
は ら

い、豊
ほ う

作
さ く

をねがいます。かねやたいこをな

らしながら、「稲の虫、ホーイホイ」と声を合わ

せて行
こ う

進
し ん

します。

平
へ い

成
せ い

20年３月に、埼
さ い

玉
た ま

県の無
む

形
け い

民
み ん

俗
ぞ く

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

に

指
し

定
て い

されました。

タブレットタブレット版版
ばんばん

動画「下間久里の獅子舞」「北川崎の虫追い」は、動画「下間久里の獅子舞」「北川崎の虫追い」は、

広広
こうこう

報報
ほうほう

ボランティア　川島健司氏のボランティア　川島健司氏の協協
きょうきょう

力力
りょくりょく

により作成したにより作成した映映
えいえい

像像
ぞうぞう

です。 です。 
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越ヶ谷秋まつり

旧
きゅう

日
に っ

光
こ う

道
ど う

中
ちゅう

の宿
しゅく

場
ば

町
ま ち

だった越谷駅
え き

周
しゅう

辺
へ ん

で行われ

ている豊
ほ う

作
さ く

を祝
い わ

う秋のお祭りです。越ヶ谷久
ひ さ

伊
い

豆
ず

神
じ ん

社
じ ゃ

のおみこしと一
い っ

緒
し ょ

に８台の大きな山
だ

車
し

がでま

す。昔
むかし

の山車は、三
さ ん

層
そ う

構
こ う

造
ぞ う

でかなりの高さがあり

ましたが、電線をよけるために、今は二層に改
か い

そ

うされています。

今から三百年以
い

上
じょう

前の元
げ ん

禄
ろ く

年
ね ん

間
か ん

に始
は じ

まったと伝
つ た

えられています。山車にかかせない越谷市独
ど く

自
じ

の

木
き

遣
や り

歌
う た

（越谷市の文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

）もうたわれます。

川崎神社のおびしゃ

おびしゃは、鶴
つ る

亀
か め

と松
しょう

竹
ち く

梅
ば い

が描
か

かれた的
ま と

をめが

けて、弓で矢を射
い

り、その年の豊作を祈
い の

るもので、

毎年1月に行われています。

地
ち

域
い き

の人々のために始まったイベント

越谷越谷市市
しし

民民
みんみん

まつりまつり こしがやこしがや産産
さんさん

業業
ぎょうぎょう

フェスタフェスタ
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北北
きたきた

越越
こしこし

谷谷
がやがや

桜桜
さくらさくら

まつりまつり

不不
ふふ

動動
どうどう

橋橋
ばしばし

こいのぼりフェスティバルこいのぼりフェスティバル

出出
でで

羽羽
わわ

チューリップコミュニティフェスタチューリップコミュニティフェスタ

大大
おおおお

相相
さがさが

模模
みみ

ひまわりフェスタひまわりフェスタ

新しく生まれたイベント

こしがや田んぼアートこしがや田んぼアート LL
レ イ クレ イ ク

akeake ＆＆ PP
ピ ー スピ ー ス

eaceeace

越谷花火大会越谷花火大会 南越谷南越谷阿阿
ああ

波波
わわ

踊踊
おどおど

りり



越谷市には、大きな遊
ゆう

具
ぐ

や季
き

節
せつ

のお花が

咲
さ

く公
こう

園
えん

や、スポーツができる公園、さら

に越谷市と姉
し

妹
まい

都
と

市
し

であるオーストラリア

のキャンベルタウン市にちなんだ公園など、

いろいろな公園があります。

皆
みな

さんの学校の周
まわ

りにもたくさんの公園がありますね。どん

な公園があるか、地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

がどのように使
つか

っているのかを調
しら

べてみましょう。

公園

越谷越谷梅梅
ばいばい

林林
りんりん

公園公園 日日
にに

本本
ほんほん

庭庭
ていてい

園園
えんえん

花花
はなはな

田田
たた

苑苑
えんえん

鷺鷺
さぎさぎ

高高
たかたか

第第
だいだい

五五
ごご

公園公園

（キャンベルタウン公園）（キャンベルタウン公園）

大大
おおおお

吉吉
よしよし

公園公園

（キャンベルタウン（キャンベルタウン野野
やや

鳥鳥
ちょうちょう

の森）の森）

出出
でで

羽羽
わわ

公園公園増増
ましまし

林林
ばやしばやし

公園公園

しらこばと公園しらこばと公園

（しらこばと水上公園）（しらこばと水上公園）

県県
けんけん

民民
みんみん

健健
けんけん

康康
こうこう

福福
ふくふく

祉祉
しし

村村
むらむら

越谷越谷総総
そうそう

合合
ごうごう

公園公園
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越谷市には、特
とく

ちょうのある施設がいく

つもあります。地域の人
ひと

々
びと

が普
ふ

段
だん

から使
つか

っ

ている施設やほとんど入ることができない

施設まであります。

それぞれの施設がどのように使われてい

るのかを調
しら

べてみましょう。

施
し

設
せ つ

越谷越谷市市
しし

役役
やくやく

所所
しょしょ

宮宮
くく

内内
ないない

庁庁
ちょうちょう

　　埼埼
さいさい

玉玉
たまたま

鴨鴨
かもかも

場場
ばば

中中
ちゅうちゅう

央央
おうおう

市市
しし

民民
みんみん

会会
かいかい

館館
かんかん

東東
ひがしひがし

埼埼
さいさい

玉玉
たまたま

資資
しし

源源
げんげん

環環
かんかん

境境
きょうきょう

組組
くみくみ

合合
あいあい

（リユース）（リユース）日日
にに

本本
ほんほん

文文
ぶんぶん

化化
かか

伝伝
でんでん

承承
しょうしょう

のの館館
やかたやかた

こしがやこしがや能能
のうのう

楽楽
がくがく

堂堂
どうどう

児児
じじ

童童
どうどう

館館
かんかん

　コスモス　コスモス 児童館　ヒマワリ児童館　ヒマワリ科科
かか

学学
がくがく

技技
ぎぎ

術術
じゅつじゅつ

体体
たいたい

験験
けんけん

センターセンター

ミラクルミラクル
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●最
さ い

近
き ん

の取
と

り組み

越谷市フィルムコミッション事
じ

業
ぎょう

テレビ番組や映
えい

画
が

を作りたい人たちと話し合いをしながら、越谷市の公園や

建
たて

物
もの

を使
つか

って撮
さつ

影
えい

を行って、越谷市のことを全
ぜん

国
こく

の人に知ってもらう取り組みを

行っています。皆
みな

さんの見ているテレビ番組や映画でも越谷市で撮影されたもの

があるかもしれませんよ。

また、越谷市は日
にっ

光
こう

街
かい

道
どう

第
だい

３の宿
しゅく

場
ば

町
まち

「越ヶ谷宿」として発
はっ

展
てん

しました。その

歴
れき

史
し

を活かし、新たに越谷市の魅
み

力
りょく

を伝える施
し

設
せつ

もできています。

さらに、越谷市の昔
むかし

の生活をつたえる２つの中
なか

村
むら

家
け

住
じゅう

宅
たく

があります。

観観
かんかん

光光
こうこう

物物
ぶっぶっ

産産
さんさん

拠拠
きょきょ

点点
てんてん

施施
しし

設設
せつせつ

「ガーヤちゃんの「ガーヤちゃんの蔵蔵
くらくら

屋屋
やや

敷敷
しきしき

」」 古古
ここ

民民
みんみん

家家
かか

複複
ふくふく

合合
ごうごう

施施
しし

設設
せつせつ

「はかり「はかり屋屋
やや

」」

旧
きゅう

東
ひがし

方
か た

村
む ら

中
な か

村
む ら

家
け

住
じゅう

宅
た く

大
お お

間
ま

野
の

町
ちょう

旧
きゅう

中
な か

村
む ら

家
け

住
じゅう

宅
た く

1772年にできた。越谷市ではもっとも古い建物。 1914年にできた。

大
おお

相
さ

模
がみ

小学校のもとで、培
ばい

根
こん

学校をつくった中

村培根が家のあるじ。もともと、かやぶき屋
や

根
ね

で、「やくいもん」という門があった。てんじ

室には、「見
み

田
た

方
かた

いせきの出
しゅつ

土
ど

ひん」がてんじ

されている。

大
おお

間
ま

野
の

村の村
そん

長
ちょう

をつとめた中村家の住宅。広い

しき地には土や石の蔵
くら

、やしき林
りん

が残
のこ

っている。

「ながやもん」という大きな門がある。おもや

にはレンガでつくった大きなかまどがある。

見
み

田
た

方
かた

遺
い

跡
せき

公園あたりにあった頃
ころ

の様
よう

子
す

（今は移築して、屋
や

根
ね

は金
きん

属
ぞく

板
いた

葺
ぶき

になっています。）

移移
いい

築築
ちくちく

前前
まえまえ

今今
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平方観音堂の庚申塔平方観音堂の庚申塔

建長元年板碑建長元年板碑

相扶共済の記念ひ相扶共済の記念ひ

古くから残
の こ

る石
せ き

ひ

道を歩いていると、古くから残る石ひや

石
せき

仏
ぶつ

に出会うことができます。どのような

いわれがあるのか、みなさんの学
がっ

区
く

の中を、

調
しら

べてみましょう。

たとえば、庚
こ う

申
し ん

塔
と う

は、越谷市
し

内
な い

各
か く

地
ち

にあ

ります。江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

、庚
こ う

申
し ん

の日の夜に、自分

のおなかにいるさんしの虫が天の神
か み

様
さ ま

にし

たことをいいつけに行くと信じていて、村

に庚
こ う

申
し ん

塔
と う

を立て、庚申の日にはみんなでお

がんだそうです。よく見ると、神様の下に

は、「みざる・いわざる・きかざる」の三
さ ん

猿
ざ る

が、ほられています。

大雨による水
す い

害
が い

をわすれないためにたて

られたものや、道
ど う

路
ろ

をなおしたことを記
き

念
ね ん

するものや、戦
せ ん

争
そ う

に村からいった人の名前

をほったものなど、いろいろな石ひがあり

ます。古いものだと、今から 750 年以
い

上
じょう

前

にたてられた越谷市の有
ゆ う

形
け い

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

に指
し

定
て い

さ

れている「建
け ん

長
ちょう

元
が ん

年
ね ん

板
い た

碑
び

」があります。ま

た、越谷市は、市
し

民
み ん

みんなが助
た す

け合い、病
びょう

院
い ん

に安
や す

くかかることができる国
こ く

民
み ん

健
け ん

康
こ う

保
ほ

険
け ん

が日本ではじめてつくられた市です。今も、

越谷市
し

役
や く

所
しょ」

に、「相
そ う

扶
ふ

共
きょう

済
さ い

」の記
き

念
ね ん

ひがた

てられています。
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明
め い

治
じ

天
て ん

皇
の う

が明治９年に蒲
が

生
も う

で田
た

植
う

えを

ご覧
ら ん

になったことを記念して建てられた

もの。

蒲生に残
の こ

る「ぎょうだいさま」かっぱ

のような姿
すがた

をした石
せ き

仏
ぶ つ

がおまつりされて

いる。

御
ご

殿
て ん

町
ちょう

には、江
え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

初
し ょ

代
だ い

将
しょう

軍
ぐ ん

の徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

の御殿があったことを、記
き

念
ね ん

して建
た

てられたもの。

瓦
かわら

曽
ぞ

根
ね

溜
た め

井
い

防
ぼ う

水
す い

碑
ひ

は 明
め い

治
じ

2 3 年

（1890）の大雨から葛
か

西
さ い

用
よ う

水
す い

下
か

流
りゅう

域
い き

の

村
む ら

々
む ら

を村人が守
ま も

ったことを記念して建て

られたもの。

越ヶ谷御殿跡越ヶ谷御殿跡 瓦曽根溜井防水碑瓦曽根溜井防水碑

明明
めいめい

治治
じじ

天天
てんてん

皇皇
のうのう

天天
てんてん

覧覧
らんらん

田田
たた

植植
うえうえ

処処
ところところ

之之
のの

碑碑
ひひ

ぎょうだいさまぎょうだいさま
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出羽小学校の前身となる越
こ し

巻
ま き

学校が、

明治６年に、開かれたことを記念する石

ひ。

荻
お ぎ

島
し ま

村
む ら

から戦
せ ん

争
そ う

に出
しゅっ

征
せ い

し、なくなった

方をいれいする石ひ。

道
ど う

路
ろ

原
げ ん

標
ぴょう

は 大
た い

正
しょう

８ 年 に 、 各
か く

町
ちょう

村
そ ん

に つ く ら れ た 道 路 の 起
き

点
て ん

と 終
しゅう

点
て ん

を

示
し め

す 石 ひ 。 村 の 中 心 に 建 て ら れ た 。

砂
じ ゃ

利
り

供
く

養
よ う

塔
と う

は 江 戸 時 代 に 、 度
た び

々
た び

日

光道中が水
す い

害
が い

で被
ひ

害
が い

を受
う

けたので、道

に 土 を も り 高 く し て 、 な お し た

こ と を 記 念 し て 建 て ら れ た も の 。

砂利供養塔砂利供養塔 新新
にいにい

方方
がたがた

村道路原標村道路原標

越巻学校越巻学校開開
かいかい

設設
せつせつ

のの碑碑
ひひ

精精
せいせい

忠忠
ちゅうちゅう

碑碑
ひひ
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古
こ

木
ぼ く

や大きな木

越谷市には、とても古くからある木や大

きな木が、たくさん残
のこ

っています。神
じん

社
じゃ

や

お寺の周りにもたくさんの木が残っていま

す。皆
みな

さんの学
がっ

区
く

には、どんな木がありますか。

聖聖
しょうしょう

徳徳
とくとく

寺寺
じじ

のイチョウのイチョウ森家のイチョウ森家のイチョウ

越越
ここ

ヶヶ
しし

谷谷
がやがや

久久
ひさひさ

伊伊
いい

豆豆
ずず

神神
じんじん

社社
じゃじゃ

のの藤藤
ふじふじ

の花の花 浅浅
せんせん

間間
げんげん

神神
じんじん

社社
じゃじゃ

のけやきの木のけやきの木

大大
だいだい

聖聖
しょうしょう

寺寺
じじ

のタブノキのタブノキ

越ヶ谷久伊豆神社など、越谷市内の神社

やお寺は、れきしの古いものがたくさんあ

ります。そのため、古木や大きな木がたく

さん残っています。越ヶ谷久伊豆神社では、

大きな木に二
に

次
じ

元
げん

コードが付
つ

いているので、

木のしゅるいを調
しら

べることができます。越ヶ谷久伊豆神社越ヶ谷久伊豆神社
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地名

自分たちの学校のある場
ば

所
しょ

の地名は何で

すか。なぜ、そのような地名がついたので

しょうか。古くから残る地名でしょうか。

それとも新しくついた地名でしょうか。

地名には、土地の様
よう

子
す

やれきしをしめすものが多く、特に、越谷市では、

川とのむすびつきで地名がつけられているところが多いです。また、深
ふか

田
だ

、土
ど

浮
ぶ

、 

沼
ぬま

ノ
の

方
かた

、戸
と

井
い

、久
く

保
ぼ

など、土地の低
ひく

さをしめすような地名も多くあります。これらも、

越谷市の土地の特
とく

ちょうを表
あらわ

しています。しかし、地名の由
いわ れ

来はかならずしもその

通りだったとはいえないものもありますし、時
じ

代
だい

の変
へん

化
か

の中で古い地名がなくなっ

て新しい地名がつけられている場所もあります。古い地名がなくなっていくことは

さみしいことですね。

ものしり先生の話

越谷市の地名の由
ゆゆ

来
ら いら い

越ヶ谷

「越ヶ谷」という名は、奥
お う

州
しゅう

道
ど う

を上って（江
え

戸
ど

に向
む

かって南
な ん

下
か

して）来る際
さ い

に、

大
お お

沢
さ わ

の川
か わ

原
ら

から見ると山のような御
ご

殿
て ん

地
ち

が見え、元
も と

荒
あ ら

川
か わ

の谷を越
こ

えた村という

ことからである。

平
ひ ら

方
か た

川にはさまれた土地で、川や土や砂
す な

が運
は こ

ばれて平
た い

らな土地だったから。

大
お お

作
さ く

広く耕
たがや

した土地の意
い

味
み

。

柳
やなぎ

田
だ

堀
ほ り

沿
ぞ

いの景
け

色
し き

による。

井
い

戸
と

田
だ

水
み ず

深
ぶ か

い場
ば

所
し ょ

の意味。

谷
や

古
こ

方
が た

低
て い

地
ち

が多い方の意味。その中でも野
や

地
ち

を開
ひ ら

いて家を建
た

てた所
ところ

を谷
や

古
こ

宇
う

と言う。

登
のぼり

戸
と 蒲

が

生
も う

村
む ら

と越ヶ谷村の境
さかい

で、江戸への登
の ぼ

り際
ぎ わ

の村という意味。「戸」は「郷
ご う

」、

または「村」の意味。

瓦
かわら

曽
ぞ

根
ね

元荒川溜井際の川原にある村なので「川
か わ

原
は ら

曽
そ

根
ね

」というべきところを「瓦
かわら

」を

用
も ち

いてきた。「曽
そ

根
ね

」の「根」は山のこと。「曽」は「水
み ず

辺
べ

に面
め ん

した所
ところ

」の意

味。（「曽根」は少し周
ま わ

りよりも高い土地）
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花
は な

田
た 元

も と

荒
あ ら

川
か わ

が曲
きょく

流
りゅう

して押
お

し出して天
て ん

狗
ぐ

の鼻
は な

のようになっているので「鼻田」とい

うところを「花田」と書き換
か

えている。

荻
お ぎ

島
し ま

元荒川べりで荻
お ぎ

や葭（葦【あし、よし】）の野が多い所
ところ

の意
い

味
み

。

恩
お ん

間
ま

元荒川が曲流して「押し回し」の所の意味。

袋
ふくろ

山
や ま

元荒川が曲流して「袋
ふくろ

の底
そ こ

」の所の意味。

大
お お

沢
さ わ むかしはしめった場

ば

所
し ょ

が多く、名前のついた７つの池
い け

や多くの沼
ぬ ま

地
ち

があった

ので大沢と名
な

付
づ

けられたとも言われている。

槐
さいかち

戸
ど

槐（さいかち　えんじゅ）が生えている所の意味。

宮
み や

後
ご

耕
こ う

地
ち

鎮
ち ん

守
じ ゅ

の後ろの通りにある耕地の意味。

外
そ と

河
が

原
わ ら

元
も と

荒
あ ら

川
か わ

堀
ほ り

替
か え

え後に元の堤
つつみ

上
う え

、葛
か

西
さ い

用
よ う

水
す い

外
そ と

側
が わ

に付けた名。

鷺
さ ぎ

後
し ろ 古

こ

来
ら い

、田が多くて鷺
さ ぎ

が多く集まる耕地というので「代（田）」を用いていた

が、検
け ん

地
ち

の際、宮
み や

の後ろということから「鷺後」と書くようになった。

内
な か

野
の

葛西用水内
う ち

側
が わ

ということから、外河原に対してこのように言う。

辻
つ じ

大
お お

房
ふ さ

道
ど う

と耕
こ う

地
ち

道
ど う

、その他の小道が多い所なのでこの名が付いた。

皿
さ ら

沼
ぬ ま 元荒川大

お お

堤
づつみ

脇
わ き

で上手の耕地から流れる水がたまるくぼ地なので、この名が付

いた。

堤
つつみ

外
そ と

皿沼大堤の外側なのでこのように言う。

川
か わ

棚
た な

川
か わ

沿
ぞ

いの田
た

畑
は た

で刈
か

り取った稲
い ね

を棚
た な

状
じょう

にして乾
か わ

かしたのでこの名が付いた。

七
し ち

左
ざ

衛
え

門
も ん

会
あ い

田
だ

七
し ち

左
ざ

衛
え

門
も ん

政
ま さ

重
し げ

が開
か い

発
は つ

した土地の意味。

出
で

羽
わ 綾瀬川がよくはんらんした土地を、会

あ い

田
だ

出
で

羽
わ

資
す け

久
ひ さ

が、出羽堀という排水用の

川を掘り、開発した土地なので、名前の出羽をつかい、この名がついた。

神
し ん

明
め い

下
し た

神
し ん

明
め い

宮
ぐ う

の下を通る耕地なので、この名になった。

四
し

町
ちょう

野
の 元は耕地の名

め い

称
しょう

で谷
や

中
な か

村であったが、元
げ ん

禄
ろ く

御
お ん

検
け ん

地
ち

の時には別
べ つ

の村のようにな

った。町
ちょう

歩
ぶ

の大略による。

谷
や

中
な か

高
こ う

所
し ょ

から低
て い

所
し ょ

へ下がった所の意味。
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越谷市のすてきをたくさんみつけることはできましたか。見

つけたら、だれに伝えますか。どのように伝
つ た

えますか。

見つけたすてきから越谷市のキャッチフレーズをつくってみ

てもおもしろいですね。越谷市のじまんパンフレットをつくっ

てみるのもおもしろいですね。いろいろな人に越谷市のすてき

を伝えていきましょう。
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越谷市マップ

安国寺安国寺
あんこく   じあんこく   じ

浄山寺浄山寺
じょうさんじじょうさんじ

宮内庁埼玉鴨場宮内庁埼玉鴨場
く   ないちょうく   ないちょうさいたまかも ばさいたまかも ば

香取神社香取神社
か とり じん じゃか とり じん じゃ

林泉寺駒止のマキ林泉寺駒止のマキ
りんせん  じ  こまどめりんせん  じ  こまどめ

大聖寺大聖寺
だいしょう  じだいしょう  じ

藤助河岸藤助河岸
とうすけ  が   しとうすけ  が   し蒲生の一里塚蒲生の一里塚

が もうが もう いち  り   づかいち  り   づか

旧 東 方 村 中 村 家 住 宅旧 東 方 村 中 村 家 住 宅
きゅうひがしかた  むら    なか    むら       け    じゅう   たくきゅうひがしかた  むら    なか    むら       け    じゅう   たく

承 応 ２ 年 庚 申 塔承 応 ２ 年 庚 申 塔
じょう   おうじょう   おう ねん  こう  しん  とうねん  こう  しん  とう

大 間 野 町 旧 中 村 家 住 宅大 間 野 町 旧 中 村 家 住 宅
おお      ま           の    ちょうきゅう  なか    むら       け    じゅう   たくおお      ま           の    ちょうきゅう  なか    むら       け    じゅう   たく

古いまちなみ古いまちなみ

久伊豆神社久伊豆神社
ひさ   い   ず  じんじゃひさ   い   ず  じんじゃ
越ヶ谷越ヶ谷

川崎神社川崎神社
かわさきじんじゃかわさきじんじゃ

聖徳寺のイチョウ聖徳寺のイチョウ
しょうとくじしょうとくじ

ぎょうだいさまぎょうだいさま

き     ねん    ひき     ねん    ひそう     ふ  きょうさいそう     ふ  きょうさい

相扶共済の記念碑相扶共済の記念碑

越ヶ谷御殿跡越ヶ谷御殿跡
こし が　や　ご てんあとこし が　や　ご てんあと

瓦曽根溜井防水碑瓦曽根溜井防水碑
かわらぞ       ね     ため   い     ぼう すい   ひかわらぞ       ね     ため   い     ぼう すい   ひ

明治天皇天覧田植処之碑明治天皇天覧田植処之碑
めい   じ    てん のう  てん  らん    た     うえところ  の　ひめい   じ    てん のう  てん  らん    た     うえところ  の　ひ

砂利道供養塔砂利道供養塔
じゃ      り     みち     く     よう    とうじゃ      り     みち     く     よう    とう

越巻学校越巻学校
こし まきこし まき

建長元年板碑建長元年板碑
けんちょうがんねんいた   びけんちょうがんねんいた   び

新方道路原標新方道路原標
にいがた  どう     ろ     げんぴょうにいがた  どう     ろ     げんぴょう

平方庚申塔平方庚申塔
ひら かた  こう  しん  とうひら かた  こう  しん  とう

古くからのこるたて物古くからのこるたて物
ものもの

せきひせきひ

三宮卯之助の力石三宮卯之助の力石
さんのみや　う　の      すけさんのみや　う　の      すけ ちからいしちからいし

精忠碑精忠碑
せいちゅうひせいちゅうひ

0 １ｋｍ
（1000ｍ）

さいたま市さいたま市

川口市川口市
かわぐちかわぐち

春日部市春日部市
かすか  べかすか  べ

松伏町松伏町
まつぶしまつぶし

草加市草加市
そう  かそう  か

吉川市吉川市
よしかわよしかわ

『わたしたちの越谷　３年生』にのっている場所もあります。

さがしてみよう。
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